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●�活動名 ●�関係する学校名

第四小学校学校運営協議会 松阪市立第四小学校

保護者・地域・教職員が一体となって取り組む子供た
ちのかがやく未来づくり

こんな
活動です

● 

活
動
の
概
要
・
経
緯

　平成 25年度より、鎌田中学校区 3校の１つとして、小中連携型のコミュニティ・スクールを導入している。「保護者・地域・教
職員の教育力の向上」を実現するために、地域住民等の学校運営への積極的な参画と、学校支援ボランティアの連携・協働を図り、
地域とともある学校づくりを進めている。ボランティアによる学習支援では、きめ細やかな支援により子供たちの学習意欲が向上し
ている。また、登下校の安全支援等では、地域の方からの声がけにより、子供の安心・安全につながり、さらには豊かな心の醸成
につながっている。

● 活動の特徴・工夫 
【特徴的な活動内容】
○地域住民の学校参画
　・�保護者、地域、教職員による「子どもたちの学びと育ちを支える地域とともにある学校づくり」をテーマとした年 1回の熟議の

実施
○地域力を生かした学校支援
　・ボランティアの支援による「のびっこタイム」「サマースクール」の実施
　・図書ボランティア「コアラの会」による朝の読み聞かせ活動、「四夢の会」による図書室整備や図書整理等の読書環境の充実
　・第四地区住民協議会の「だいよん安全みまもり隊」、PTA等「おさんぽパトロール」による登下校の見守り活動
　・学習支援ボランティア「四つ葉の会」による算数、音楽、家庭、図工等の学習支援
　・地域住民による農業体験活動
○放課後補充学習
　・住民協議会教育部会との学習支援活動
○地域支援「子どもたちが地域に出て学ぶ」取組
　・地域の祭りへの参加を通した地域の人と人とのつながりの構築

【実施にあたっての工夫】
○学校運営協議会が主体となり、地域と学校が連携・協働しながら活動している。
○生活科、総合的な学習の時間等の学習計画と連動した地域連携を進めている。
○保護者主体のボランティア活動をさらに広げるため広報活動をしている。
○学校運営協議会や熟議等の中で、子供の課題を討議し、その課題解決に向けた取組を進めている。
● 事業を実施しての効果・成果 
○学習支援、読書支援、安全支援の定着により、保護者によるボランティア活動が広まっている。
○ボランティアの支援による「のびっこタイム」は、子供たちの基礎・基本の学力の定着に貢献している。
○図書ボランティアによる活動が定着し、子供たちの読書に対する関心が高くなってきている。
○子供たちが地域行事（小若みこし）等に進んで参加する姿が見られるようになってきた。
● その他 
　中学校区（２小学校１中学校）において、小中が連携した中学校区連携協議会をつくり、研修会、熟議、合同学校運営協議会を開催
している。中学校区のコミュ
ニティ・スクールのめざす子
供像を「様々な立場の人々と
のかかわりを通して、広い視
野を持てる子ども」「地元を
愛する子ども、地元から愛さ
れる子ども」として、中学校
区全体で地域の子供たちを育
てる取組を進めている。
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熟議をとおして、保護者、地域、教職員が相互理解を図り、子供の課題を討議し、課題解決に向けた取組
を進めているところがポイントです。「地域の子供は地域で育てる」機運をますます高めてください。ポイント

● 連絡先 松阪市教育委員会事務局学校支援課 ☎ 0598-53-4398
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設置年度 平成 25 年度 学級数 21 学級
児童・
生徒数

549 人

学校運営協議
会の委員数 12　人

学校運営
協議員の
属性

住民協議会代表、連合自治会代表、ＰＴＡ会長、
ＰＴＡ副会長、学校支援ボランティア代表、民生委員、
会社経営者、社会福祉協議会職員、学校職員等

地域学校協働
本 部 と の 連
携・協働体制
の有無

有

参考 URL http://www.kamada-matsusaka.com/daiyon


